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1. はじめに 

 近年，電子黒板[1][2]や，プロジェクタに電子黒板と同

様の機能を搭載した，プロジェクタ一体型電子黒板[3][4]

などの開発が進められている．それらは電子黒板のディス

プレイやスクリーン上に書いた文字や図を保存できる他に，

操作のやり直しができるなど，様々な機能が搭載されてい

る．多くの電子黒板は専用のペンなどを使って操作し，そ

のような入力デバイスからの入力信号を電子黒板のシステ

ムが認識することで動作を実現している．そのため，使用

者はデバイスからの入力信号の認識が正しく行われている

かを確認しながら操作を行わなければならない．例えば，

「書く」操作ではペンで書き込む速さに電子黒板側のレス

ポンスが追い付かないことがあるため，書く速さを多少調

整する必要がある．また，文字の色や太さの変更や書いた

ものを消去するなどの機能を使用するときには，それらの

操作方法を予め習得していなければ，正確でスムーズな操

作を行うことはできない． 

現在，電子黒板を導入している学校も数多く存在するが，

通常の授業などでは，電子的な機能を持たない普通の黒板

による授業が行われている学校も多い．黒板はチョークで

文字や図を書くだけなので操作方法を覚える必要もなく，

電子黒板では難しいとされる，書き込んだ文字の「とめ」

や「はね」「はらい」など，細かい表現も使用者が思い描

いたように書くことができる．また文字の太さや濃淡につ

いても筆圧を変えることである程度調整が行える．しかし，

一度消した内容を元に戻せないことや，書いた内容をファ

イルとして保存できないところが一番の難点である．黒板

を使った板書は通常，書くスペースがなくなると「説明に

使い終わった箇所を消し，その空いたスペースに次の内容

を書く」の動作を繰り返して進める．しかし，書いた内容

を，後の説明にも使いたいときは，その部分を消さずに残

し，空いたスペースに新たな内容を書き加えることになる．

そのような使い方では，残した内容と新たな内容が重なり

合ってしまうため非常に見難くなる．そこで，残しておき

たい部分だけを一時保管して必要なときにそれを投影し提

示できるシステムを提案する． 

本研究はホワイトボードや黒板に書いた内容で，後の説

明に再度使用したいと思う箇所だけを部分的に保管状態に

し，必要なときには表示できる，板書支援表示システム

「Badge」(Board-writing Assistance Display for General  

 

Education)の開発を目的とする．本稿では，少人数がホワ

イトボードで使用した際を想定した「Badge」の基本的な

仕様，試作の状況および問題点について述べる． 

ホワイトボード上に書かれた内容を保存し，再利用する

ための研究は数多く行われている．議論の内容をホワイト

ボードに書きながら進め，結論に行き着くまでの思考プロ

セスの振り返りを支援するシステム[5]は，コンピュータ上

に作成したホワイトボードのインタフェースを利用して議

論を行うことを前提としており，本研究が対象としている

電子的機能を持たない通常のホワイトボードでの使用とは

異なっている．通常のホワイトボードを使ったシステムで

は，議論のログ動画を振り返りやすい形に再構成し提示す

ることができるシステム[6]がある．しかしこのシステムは

動画を対象としており本システムとは異なる．  

2. 電子黒板との違い 

 電子黒板にはディスプレイやスクリーン上に書いた内容

をファイルとして保存できる機能がある．保存した内容は

必要に応じて，そのファイルを読み込むことで再度表示し

たり，そこに新たに書き込むことができる．しかし，電子

黒板では内容の保存はページ単位で行われるため，ディス

プレイやスクリーン上の内容の一部分だけを保存すること

はできない．部分的に保存したときには必要のない内容は

削除した後に保存することになるが，そのような方法で一

部分だけを保存しても，再読み込みするとページ単位で表

示されるので，元々のディスプレイやスクリーンに一部だ

けを表示することはできない．「Badge」は書いた内容の

必要な箇所を使用者が選択して，その部分だけを保存でき

る(以後，保管画像と呼ぶ)ようにする． 

3. システムの構成 

システムの構成を図 1 に示す．システムは使用者がホワ

イトボートに書いた内容を撮るウェブカメラと，撮った画

像を処理するノートパソコン，そして保管部分を投影する

ためのプロジェクタで構成される．ウェブカメラは，ホワ

イトボードの全体が撮れる位置に設置しなければならない

が，本システムでは視野角が約 120 度の広角レンズのウェ

ブカメラ(バッファロー社製 BSW20KM11BK)を使用するの

で，カメラの設置位置は，ホワイトボードからある程度離

れていれば比較的大ざっぱに決めることができる．しかし，
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保管画像を投影した際に見やすくするために，保管したい

部分は鮮明に少し大きめに映したいので，ホワイトボード

の全体を撮れる一番近い距離に設置することが望ましい．

本システムでは，ホワイトボードからカメラまでは約

50cm 程度の位置に設置した．プロジェクタはホワイトボ

ートと対面して設置するが，本システムではホワイトボー

ドの一部にだけ投影すると良いので，使用者がホワイトボ

ード上のどこにどの程度の大きさで映したいのかで，プロ

ジェクタを設置する位置を決めることになる． 

4. 操作方法 

本システムを起動すると各種の機能ボタンが表示される．

「カメラ画像」ボタンをクリックするとウェブカメラによ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

るホワイトボートの撮影を開始し，パソコン画面にカメラ

画像が表示される(図 2 の右側)．この状態で，「一部保管」

ボタンをクリックすることで，画像から指定した任意の矩

形領域を切り取り，指定したフォルダ内に保管する(図 2の

左側)．「一部保管」ボタンをクリックする毎に保管画像

はファイル名を変えてフォルダに保管される．次に「提示」

ボタンをクリックすると，パソコン画面上のカメラ画像は

消え，画像が保存されているフォルダが画面に表示され，

保存されている一部保管の画像ファイルがサムネイル形式

で一覧表示される．ここで，ホワイトボード上に投影した

いファイルを選択するとそのファイルの画像がホワイトボ

ード上に表示される（図 3 の右下）．画像の投影はホワイ

トボード上に行うので通常のマーカーペンで画像上に書き

込むことも可能である． 

5. 考察 

 本システムの実験では比較的小型のホワイトボードを使

用したため，保管画像の投影もホワイトボード上の小さい

範囲での投影となった．本実験から，保管画像には強調し

たい部分を拡大したり，説明に使わないときには縮小して

おくことができる機能が必要であることを確認できた．ま

た，表の枠や図など，その場で書くと時間がかかるものに

ついては，予め画像ファイルとして指定のフォルダに保存

しておくと簡単に提示できるので，使用の幅を広げること

ができると考えている． 

6.  おわりに 

 本稿では，電子的な機能を持たない通常のホワイトボー

ドを使用した際の，ホワイトボード上の内容の一部保管と

その提示を行うシステムの構築を行った．現段階では使用

者による保管したい箇所の選択については実装できておら

ず，選択方法の検討を行っている．その際，LED を発光す

るデバイスを用いた選択法を考えているが使用者の使いや

すさを考慮したデバイスとなるように試作中である． 

本システムではホワイトボードのみを対象としてシステ

ムを構築したが，「Badge」は黒板での使用も考えている

ため，今後は保管したい箇所の黒板の状態（消し残しなど）

を考慮したシステムの開発も進める予定である． 
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図 1 システムの構成 
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図 2 一部保管部分を保存した時のパソ

コンの画面 (左上が一部保管部分) 
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